
普
通
加
熱
淋
菌
「
ヲ
ク
テ

免
疫
阻
止
物
質
ノ
立
詮

第

二

報

抗

淋

菌

増

容

素

産

生

ン
」
中
－
一
含
有
セ
ラ
レ

タ

Jレ

ノ

阻
宰

京

都

帝

岡

大

事

瞥

事

部

外

科

教

室

（

烏

・

潟

数

授

指

導

）

大

事

院

畢

生

醤

皐

士

卒

回

卓

〔
内
容
妙
録
〕
淋
菌
ヲ
索
、
天
薗
ヨ
り
掻
キ
取
P
蒸
仰
隅
水
ヲ
以
テ
商
浮
揚
液
（
一
帰
山
中
約
0
・
0
0
一
凶
路
）
ヲ
作
リ
、
放
日
間
氷
室
中
五
一
放
置
シ
失
J
T
陶
土
壁
滅
渇
－
一
－
ア
生
滅
液
（
N
・F
－）

7
得
、
英
一
部
ハ
二
十
分
間
撤
氏
百
度
＝
加
熱
シ
テ
煮
穂
波
（

y
－K
・二

O
）
ト
ナ
シ
何
レ
＝
モ

0
・
八
五
%
食
臨
及
ピ

0
・
五
%
石
炭
酸
ヲ
加
へ
夕
日
。
嚇
割
照
ト
シ
テ
ハ

0
・
五
%
石
炭
酸

加
0
・
八
五
%
食
鴎
水
ヲ
取
P
タ
p
o

家
兎
二
頭
宛
一
群
ト
ナ
シ
前
記
F
－K
・
二
十
、

N
・F
－
並
一
二
封
照
食
機
水
ノ

0
・
五
、
了

O
及
ピ
了
五
指
一
二
博
研
製
淋
商
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」

0
・
五
或
ハ

7
0
括
宛
ヲ
加
へ
テ
ヰ
静

脈
内
ユ
注
射
セ

p
。

注
射
前
血
清
並
一
一
注
射
後
五
日
、
十
日
、
十
五
日
、
二
十
日
目
血
清
＝
就
テ
淋
菌
＝
針
ス
ル
靖
容
反
際
ヲ
検
査
セ
ヲ
。
其
結
果
究
／
成
績
ヲ
得
タ
リ
。

淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
量
ヲ
鑓
化
シ
タ
ル
場
合
モ
憾
液
ノ
最
ヲ
瀦
化
シ
タ
ル
場
合
モ
例
外
ナ
ク
煮
鴻
液
動
物
血
清
ハ
最
大
ナ
ル
靖
容
反
感
ヲ
輿
へ
タ
リ
。
而
シ
テ
生
滅
液
動
物
ノ
ソ
レ
ρ

封
照
動
物
ノ
ソ
レ
ト
大
同
小
異
ナ

H
キ。

以
上
ノ
貸
験
結
果
一
一
ヨ
日
テ
淋
菌
抗
駿
（
此
／
場
合
＝
テ
川
崎
唱
容
素
）
／
産
生
セ
ラ
ル
、
ユ
際
シ
テ
モ
亦
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
現
象
ハ
立
殺
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ユ
シ
テ
、
淋
商
＝
於
テ
モ
亦
煮

免
疫
元
ρ

生
免
疫
元
ヨ
リ
遜

一
一
優
秀
ナ

ル
モ
／
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
。

緒

言

増
容
反
膳
ト
A

一
九
一
七
年
烏
潟
致
授
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
始
メ
－
プ
報
告
セ
ラ
レ
タ
Y
血
清
準
的
反
感
ノ
一
ニ
ジ
ア
「
一
定
細
菌
ノ
食
鞭
水
浮
瀞
液
ト

同
名
ノ
抗
血
清
ト
ヲ
混
和
作
用
セ
シ
ム

Y
時
A

細
菌
浮
瀞
液
一
一
抗
血
清
ト
同
量
ノ
食
臨
水
叉
A

健
常
血
清
ヲ
加
ヘ
タ
Y
時
ヨ
リ
ノ
モ
菌
澄
容
積

ガ
特
殊
性
－
一
増
加
ス

Y
」
ノ
事
貰
ヲ
指
ス
モ
ノ
ナ

y
。

腸
窒
扶
斯
菌
（
鳥
潟
）
、
大
腸
菌
（
烏
潟
、
野
抗
）
、
牌
脆
痘
菌
（
野
抗
）
、
醸
膿
葡
萄
蹴
球
菌
（
松
倉
）
、
淋
菌
（
中
野
）
、
虎
列
刺
菌
（
上
回
）
及
ピ
志

第
六
巻

F『

原

善、...... 

2¥ 

問

一
一
九

（
第
出
帆
競

一
一
九
）



第
六
品
位

F『

原

著
....... 

平

回

一
二

O

（
第
＋
常
務

一
二

O
）

賀
赤
痢
菌
（
藤
本
）
ニ
就
，
プ
行
A

レ
タ
Y
研
究
結
果
ユ
ヨ
レ
バ
此
ノ
増
容
反
臆
－
一
際
シ
ア
A

「
生
成
沈
澱
子
」
A

菌
澄
容
積
増
加
－
一
室
一
輿
セ
ズ
、
又

「
菌
ガ
凝
集
シ
t
’
p
」
ト
云
ア
コ
ト
ガ
蘭
澄
容
積
ノ
増
加
ト
A

全
ク
無
関
係
ナ
U
F

コ
ト
ガ
立
謹
セ
ラ
レ
タ

y
。
且
ッ
帯
容
反
懸
A

巌
正
ナ
u
y
種

族
固
有
性
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
？
知
－
フ
レ
タ
η
ノ
。
嚢

－
一
中
野
氏
ノ
研
究
－
一
ヨ
リ
淋
菌
－
一
於
ケ
U
F

培
容
反
臆
A

極
メ
ア
頴
著
－
一
一
稜
現
ス

Y

モ

ノ
ナ
Y

コ
ト
ガ
接
表
セ
ク
レ
タ
リ
。
（
中
外
醤
事
新
報
第
一

O
五
四
競
）

吾
人
A

淋
菌
抗
鰻
産
生
ノ
研
究
ュ
際
シ
ア
生
滅
液
ト
素
描
液
ト
ガ
淋
菌
培
容
素
ノ
産
生
－
一
封
シ
－
7

A

如
何
ナ

Y
影
響
ヲ
興
ア

Y
ヤ
印
チ
増

容
反
感
ア
指
標
ト
シ
ア
淋
菌
抗
韓
産
生
－
一
際
シ
ア
モ
亦
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ガ
立
謹
可
能
ナ

y
ヤ
ア
貫
験
－
一
匡
サ
シ
卜
欲
ス
。

験

キオ

庁時

賓

－
、
淋
菌
生
漉
液
（
N
・F
・）

卵
黄
寒
天
四
十
八
時
間
培
養
基
面
ヨ

y
淋
菌
ア
蒸
舘
水
中
エ
平
等
－
一
浮
瀞
セ
シ
ム
。
菌
容
量
ヲ
測
Y

－
一
鳥
潟
数
授
ノ
沈
澱
計
－
一
ア
二
度
目
的

チ
一
蛇
中
約

0
・
0
0
一
四
詫
ナ

yhT
。
此
ノ
淋
菌
蒸
館
水
浮
群
液
ア
氷
室
－
一
放
置
ス

Y

コ
ト
敷
目
、
・
次

J

ア
ジ
Y

ぺ

Y
ジ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
陶
工
椋

過
器
－
一
－
プ
滅
、
過
し
V

更
ニ

0
・
八
五
%’ノ
割
合
－
一
食
盤
ト

0
・
五
%
’
ノ
割
合
－
一
石
炭
酸
ト
ア
加
へ
h
p
y
。

コ
A

全
ク
無
色
透
明
水
様
ノ
液
ナ
ソ
。

二
、
淋
菌
費
溜
液
（
E
・
E
－二

O）

前
記
生
漉
液
ノ
一
部
ア
試
験
管
内
ζ

一
熔
封
シ
揖
氏
一

O
O度
－
一
沸
騰
シ
ッ
、
ァ
Y
重
湯
煎
中
ニ
ア
二
十
分
間
加
熱
シ
タ
リ
ノ
。
此
ノ
際
何
等
ノ

沈
澱
宅
後
生
セ
ズ
液
A

依
然
ト
シ
ア
無
色
透
明
水
様
ナ
リ
キ
。

・
三
、
劃
照

0
・
八
五
%’
食
盟
水
一
一

0
・
五
%
ノ
割
合
－
一
石
茨
酸
ヲ
加
ヘ
タ
リ
。

目
、
淋
菌
加
熱
「
ワ
ウ
チ
ン
」

大
日
本
帝
国
政
府
侍
染
病
研
究
所
製
造
一
一
係
リ
ノ
第
一
貫
験
ュ
用
ヒ
タ
Y

モ
ノ
A

昭
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日
製
造
八
十
五
競
ト
記
就
シ
ア

援
責
セ
ラ
レ
タ
Y

モ
ノ
、
第
二
貫
験
－
一
周
ヒ
タ
Y

モ
ノ
A

昭
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
製
造
八
十
五
競
ト
記
競
ジ
ア
費
責
セ
ラ
’
レ
タ
Y

モ
ノ
ナ

叶
ノ
。
雨
者
共
－
一
菌
容
量
ヲ
測
Y

ニ
烏
潟
致
授
ノ
沈
澱
計
－
一
ア
二
度
目
印
チ
一
一
括
中
約

0
・
0
0
一
回
路
ノ
菌
鰹
ア
有
シ
タ

y
。



五
、
責
騒
動
物

二
野
内
外
ノ
新
鮮
健
康
ナ
Y
雄
家
兎
ヲ
使
用
セ

7
0

責

輪

方

法

家
兎
六
頭
ヲ
以
ア
一
群
ト
ナ
シ
、
甲
、
乙
、
丙
三
群
ヲ
準
備
ス
。
第
一
貫
駿
－
一
於
ア
A

甲
群
ノ
内
二
一
明
－
一
A

煮
摘
液

0
・
五
路
、
他
ノ
二
頭

二
月
生
液
液

0
・
五
施
、
残
η
ノ
ノ
二
頭
－
一
A

封
照
ト
ジ
ア

0
・五
Mm
石
炭
酸
加

0
・
八
五

μ食
臨
水

0
・
五
括
－
一
各
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
ー
一
0
・
五
括
宛

ヲ
加
へ
－
ア
耳
静
脈
内
へ
注
射
セ
リ
ノ
。
乙
群
－
二
同
様
ノ
方
法
－
一
ア
前
記
ノ
生
・
業
減
液
並
－
一
劃
照
各

7

0括
一
一
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
五
括
宛

ヲ
加
へ
、
丙
群
－
一
ア
A

生
・
業
漉
液
並
－
一
封
照
各
一
・
五
括
－
一
淋
菌
「
ヲ
ク
チ
ン
」
0
・
五
蛇
宛
ヲ
加
ヘ
ア
注
射
セ
リ
ノ
O

第
二
賞
験
－
一
於
ア
モ
亦
全
ク
同
様
ノ
方
法
－
一
ヨ

y
一
群
ノ
家
兎
六
頭
宛
ヨ
リ
ノ
ナ
Y
甲
、
乙
、
丙
三
群
ヲ
準
備
シ
、
申
群
－
一
A

生
・
蓑
鴻
液
及
ピ

劃
照
各

0
・
五
括
ニ
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」

7
0括
宛
ヲ
加
へ
、
乙
群
－
一
A

生
・
業
鴻
液
並
ニ
一
割
照
各
一
・

O
括
－
一
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」

7
0托
宛
ヲ

加
へ
、
丙
群
－
一
A

生
・
業
鴻
液
並
二
割
照
各
一
・
五
括
ニ
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
括
宛
ヲ
加
ヘ
ア
注
射
セ
η
ノ。

注
射
ノ
際
ニ
吊
－
一
同
一
注
射
器
ァ
用
ヒ
、
生
・
煮
櫨
液
並
ニ
「
ヲ
ク
チ
ン
」
A

各
同
一
容
器
ヨ
リ
ノ
採

y
、
耳
静
脈
ヨ
リ
唯
一
回
限
η
ノ
注
射
セ
リ
ノ
。

注
射
前
並
ニ
注
射
後
五
日
目
、
十
日
目
、
十
五
日
目
、
二
十
日
百
二
試
験
的
採
血
ヲ
ナ
シ
、
同
日
直
チ
ニ
増
容
反
臆
ヲ
検
査
セ

y
o

増
容
反
醸
検
査
方
法

－
、
増
容
反
臨
地
検
査
用
菌
液
ト
ジ
ア
A

淋
菌
卵
黄
寒
天
四
十
八
時
間
培
養
基
面
ヨ

y
白
金
耳
－
一
ア
菌
苔
ノ
ミ
ヲ
掻
キ
取
リ
之
ヲ

0
・
八
五
dw

食
瞳
水
中
ニ
平
等
－
一
浮
瀞
セ
ジ
メ
、
六
十
度
三
十
分
加
熱
殺
菌
シ
、
脱
脂
綿
ノ
薄
層
ヲ
数
回
透
過
シ
タ
Y

モ
ノ
ヲ
使
用
セ
リ
。

本
質
験
－
一
一
於
－
Y
A
金
賞
験
ヲ
通
ジ
ア
必
ズ
ジ
モ
同
一
菌
液
ヲ
使
用
セ
ザ

y
キ
。
（
菌
液
中
ニ
塵
域
又
λ

凝
固
セ

Y
菌
苔
等
ノ
爽
雑
物
ノ
混
入

A

菌
澄
容
量
二
非
常
ナ
Y
影
響
ア
Y
ヲ
以
ア
特
ニ
注
意
ヲ
要
ス
）

二
、
前
血
清
並
ニ
抗
血
清
A

加
熱
非
働
性
ト
ナ
ス
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
ノ
其
ノ
催
使
用
セ

y
。

三
、
増
容
反
膝
ノ
判
定
ニ
際
シ
ア
健
常
血
清
ヲ
加
ヘ
タ
Y

場
合
ノ
菌
澄
量
ト
抗
血
清
ヲ
加
ヘ
タ
Y
場
合
ノ
菌
澄
量
ト
ヲ
比
較
ス

Y
方
誤
差

第
六
巻

V『
隠

著
L」

子

回

（
第
＋
侵
略
抗

一一一一）



第
六
各

F『

原

著....... 

平

国

一一一一一
（第
Jq時
抗

一一一一
一）

砂
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
葦
ジ
淋
菌
浮
瀞
液
三
二
千
四
轄
三
十
分
間
遠
心
ス
M
Y

モ
菌
睦
ノ
全
部
A

沈
澱
ジ
難
キ
モ
ノ
ナ
レ
バ
ナ
リ
ノ
。
（
中
野
氏
論
文
委

臨
む

以
上
ノ
理
由
ニ
ヨ
リ
本
質
駿
一
一
於
－
プ
A

常
－
二
定
ノ
家
兎
ノ
健
常
血
清
ア
葉
ノ
都
度
採
取
ジ
ア
抗
血
清
ト
比
較
セ
η
ノ。

回
、
買
験
方
法
ト
シ
ア
ヱ
別
記
菌
液
ヨ
リ
各
々
正
確
－
二
・

O
括
宛
ア
烏
潟
数
授
ノ
沈
澱
計
－
一
配
分
ジ
、
更
－
一
健
常
血
清
及
ピ
抗
血
清
『
7

各

々
0
・
二
耗
抜
ニ

0
・
三
一
括
宛
ヲ
混
加
シ

タ
Y
後
解
卵
器
内
ζ

二
時
開
放
置
シ
、
失
デ
再
ピ
内
容
ヲ
良
ク
捜
持
シ
－
ア
一
分
間
三
千
四
轄
ニ
ア
三
十

分
間
遠
心
ジ
其
ノ
菌
澄
量
ヲ
検
セ
リ
ノ
。

菌
誼
量
A

淀
心
器
ノ
廻
時
数
－
一
モ
甚
シ
ク
閥
係
ア

y
、
然
モ
常
一
一
同
様
ノ
廻
轄
敷
ヲ
件
Y

コ
ト
A

困
難
ナ
リ
シ
ヲ
以
－
プ
増
容
反
膝
ノ
判
定
－
一

営

p
－Y
A
常
－
一
同
時
間
列
－
一
行
A

レ
タ

Y

モ
ノ
ζ

於
47
重
キ
ヲ
置
キ
、
他
ノ
モ
ノ
二
一
割
シ
－
7

A
絶
封
増
容
敷
ノ
比
較
ヲ
避
ケ
健
常
血
清
ヲ
以
－
プ

ノ
所
見
ア
一

O
O
ニ
ア
一不
シ
是
－
一
一
割
ス
w
y

比
例
即
チ
比
較
償
（
増
容
率
）
ヲ
以
－
プ
貫
験
結
果
ヲ
判
定
セ

y
。

第

責

験

本
質
駿
－
一
於
－
7

A
淋
菌
鴻
液
ノ
各
量
二
割
シ
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
量

7
0・
玉
耗
ト
セ
叶
ノ
。

賓
騒
甲
。
生
・
業
櫨
液
並
ニ
掛
照
各
F

）
・
五
托
ニ
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」

0
・
五
耗
宛
ヲ
加
ヘ
ア
注
射
セ

7
0

質
験
結
果
A

第
一
夫
－
一

一不
＋
ノ
レ
タ
リ
。
其
平
均
増
容
率
ヲ
求
メ
ア
第
四
表
司
／
得
、
之
ヲ
第
一
間
二
示
シ
タ

y
。

繊

対t十

小学蛮
舟
・
洋
諸
義
議
u
q
，
洋
萎
叫r．
部
税
対
同
開
山
肘
M
M
H
斗内

H
帥
帖
翰

毒事 沿；

二二1＿ ·~二｜豊里
Jilt 

H 】 l 】】 i お
と工．＝ ｜こと｜ 諒

一ーし－！一貫し

で
U

可
叱
ぃ
、

un

－k
司
ー
里
民
主
同
四
団
「－
lp
河
川
け
ロ
巴
民
団
長
〕

42
1一

昨

15
2
E

官庁』
氏
」国
軍
河
川
「
品
川
置
は
い
軍
世
代
ー
置
は
い
げ

『）・回
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Nachweis der die Erwerbung der Immunit話tbehindernden 
Substanz in der gewりhnlichenGonokokkenvakzine. 

II. Mitteilung : Behinderung bei Erzeugung des gegen Gonokokken 

gerichteten voluminierenden Antik己rpers.

Von 

Dr. T. HIRATA. 

〔Ausdem Lauoratoriu日1der Kai,, chirurg. Universitatsklinik Kyoto. (Prof. Dr. R. l'ORU<ATA）〕

Die in der I. Mitteilung herangezogenen Antisera von vorbehandelten Kaninchen ergaben des weiteren die 111 

folgenden Tabellen zusammengestellten Resultate uber die den Gonococcus voluminierende Eigenschaft : 

Tabelle I. 

Volmnmat』nnsmdex

’festmaterial Menge 
Vor der Nach. <ler lnjektion, u. z. am 

I吋ektion

~~1··~ 品 Ta：~
' NaCl・Losung 1e 107 107 107 102 

N.F. 0・5 97 110 107 104 

F. K. 2:l1 ccm リ7 114 120 117 108 

NciCl Lo;ung 1e 100 ro8 104 10-f. 100 

N.F. 1,0 り7 I。4 112 107 102 

F. Iζ. :zo' ccm 100 113 131 ll7 111 

NaCl-Losung je リE 106 1!5 100 

N.F. 1,5 JOO Jf)-'. 106、 ll l 98 

F. K. 20’ ccm IOO 129 I 129 123 106 

総4くfl 【国語 樽】 時国 I :1: -¥.1 （総長d音量 111；今l)



事官 4＇~ 【田正 縛】 巨ト 83: 1111< （線制緩 1111<) 

Tabelle II. 

Volumination>inde:< 

Testmaterial :¥Iεnge 
Vor der 

Nach der Injektion, u. z. am 

Injektion 
5. Tag ro. Tag 15. Tag 20. Tag 

NaCl Losung ie 94 109 IIO !04 100 

N.F. 0,5 !04 111 110 !04 IOS 
F. K. 20’ ccm 102 116 112 107 112 

NaCl-Losung je 102 100 116 !09 rn8 

N.F. Z，つ 100 102 120 rn7 !03 

F.K. 20’ ccm 102 108 130 Ill 110 

NaC!-Losung ie 98 110 !04 rn7 102 

N.F. 98 103 102 100 98 

F. K. 20’ ccm 98 109 108 116 104 

Ergebnisse. 

r) Dieselben Sera, wie in der I. Mitteilung angegeben, verhielten sich zu einander bei der Volurr 

gleich wie bei der Opsoninprufur (I. Mitteilung). 

2) Nie ht nur Opsonin (bzw. Tropin), sondern auch der volurr 

Me昭 eerzeugt bei den F. K. 20' -Tier’en als bei den N. F.-Tie陀 n(Autoreたrat).


